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序　　　 文

　このたびは、北陸新幹線建設事業に伴って、福井市豊島１丁目において平成 27・28

年度に実施した福井城跡の発掘調査の成果をとりまとめたものです。

　福井城跡は、足羽川と吉野川の合流地付近に築城されたと伝承される、柴田勝家が築

城した北庄城を前身として、結城秀康により大改修された環郭式の平城です。ところが、

明治維新とともに役割を終えて、外堀から順に埋め立てられていき、現在では市街地化

して、本丸の堀と石垣を残すのみとなっています。

　近年、JR 北陸本線の高架化や、北陸新幹線開業を見据えた福井駅周辺の再開発が活発

化し、それに伴う大規模な発掘調査が実施されてきました。これまで、福井県と福井市

がそれぞれ実施した発掘調査の成果により、福井城の各曲輪の正確な位置が把握できる

ようになってきております。

　北陸新幹線建設事業に伴う福井城跡の発掘調査は、福井駅から足羽川に至る範囲が対

象となりましたが、このうち「城の橋通り」から南側の部分について、遺物整理事業が

終了し、ここに成果を報告できる運びとなりました。報告範囲は、福井城の外曲輪のう

ち「城ノ橋」と呼ばれる区域に該当し、武家屋敷地だけでなく、町屋地も検出されてい

ます。そして、各屋敷地に関わる廃棄土坑、石組水路、石列等の各種遺構が確認されて

おり、多数の陶磁器、漆器椀や箸・下駄等の木製品、笏谷石を加工した多種多様な石製品、

煙管や簪・迷子札等の金属製品、鞴羽口や鋳型、取瓶等の鍛冶関連遺物等、当時の武士

だけでなく、職人をはじめとする町人らの生活を窺い得る遺物が出土しました。

　今後、この報告書の成果が埋蔵文化財としての福井城跡に対する理解をより一層深め

る手がかりとなり、学術研究・郷土史研究・学校教育など、各方面で広く公開、活用さ

れることを願ってやみません。

　最後になりましたが、発掘調査の実施から報告書の刊行に至るまで、関係諸機関をは

じめ、多くの皆様から多大なご支援とご協力を賜りましたこと、深く感謝申し上げます。

　　令和４年３月

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

所　長　中　川　佳　三
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例　　　　言

１　本書は、福井県教育庁埋蔵文化財調査センターが北陸新幹線建設事業に伴い、平成 27・28 年度に実施した

福井城跡（福井県福井市豊島１丁目所在）の発掘調査報告書である。なお、調査範囲が南北に細長いため二分

割して整理作業を実施しており、本報告分はその南側にあたるため「新幹線南地点」と通称する。報告書は、

第１分冊遺構編、第２分冊遺物編で構成され、本書は第１分冊遺構編にあたる。

２　福井城跡の調査は、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構の依頼を受けて福井県教育庁埋蔵文化財

調査センターが実施し、青木隆佳、藤本聡子、白川綾、御嶽貞義、秋山綾子、鈴間智子、安達俊一、佐々木芽

衣、加藤茂森、藤原充子、宮澤多紀、京藤洋が担当した。なお、調査区番号は、遺跡の略号 FKJ と調査年次

およびその年の福井城跡関連調査番号（試掘調査・工事立会調査を含む）からなる。新幹線南地点の調査区番

号は FKJ15－1・2、16－1 である。

３　発掘調査の支援業務は、株式会社イビソク（FKJ15－1）、株式会社サンワコン（FKJ15－2）、株式会社アコー

ド（FKJ16－1）に委託した。

４　発掘調査は、平成 27 年４月１日から平成 27 年 11 月 30 日まで（FKJ15－1・2）と、平成 28 年４月１日から

平成 28 年 12 月 28 日まで（FKJ16－1）に実施した。

５　出土遺物の整理作業は、平成 28 年４月１日から令和４年３月 31 日まで、福井県教育庁埋蔵文化財調査セン

ターにて実施した。

６　本書の編集は御嶽があたり、青木、御嶽、秋山、佐々木が分担して執筆した。執筆分担は以下のとおりである。

 第１・２章：御嶽　 第３章第１節：秋山　御嶽　 第３章第２節：佐々木　御嶽　 第３章第３節：青木　御嶽

７　本書に掲載した遺構・地形測量図ならびに空中写真は、各支援業者によるものを一部改変して使用した。一

部の遺構図のトレースや合成は有限会社エヌ・エム調査設計に委託し、報告書用に再構成した。

８　福井城跡に関するこれまでの成果の発表のうち、本書と齟齬のある場合は、本書をもって訂正したものと了

解されたい。

９　本書における水平レベルの表示は海抜高（ｍ）を示し、方位は座標北を用いた。また、Ｘ・Ｙ座標値は、国

土方眼座標第Ⅵ系に基づく。

10　土層断面図の土色は、小山正忠・竹原秀雄編　新版『標準土色帖』農林水産省農林水産技術会議事務局 監修・

財団法人日本色彩研究所 色票監修に拠る。

11　本書に掲載した遺物と調査に際して作成した図面・写真は、一括して福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

に保管してある。

12　発掘調査には地元の方々の参加・協力を得た。また、遺物整理作業は、福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

の整理・普及グループ職員および整理作業員があたった。

13　本遺跡の所在地は、中世から 17 世紀初めまで「北庄」と呼ばれていたが、寛永元年（1624）に「福居庄」「福

井庄」へと改称され、さらに元禄年間（1688 ～ 1704）から「福井」の名称が定着していく。しかし、本書で

は煩雑を避けるため、柴田勝家の居城を北庄城、結城秀康の入城以降を福井城とし、遺跡名としては北庄城の

時期を含めて福井城跡と総称する。また、慶長６年（1601）の結城秀康の越前入国を以て近世の始まりとする。

14　本書で使う福井城の曲輪等の名称は、福井県文書館所蔵 山内秋郎家文書「福井藩家中絵図」（「戊午屋舗絵図」）

による幕末頃の呼称である。
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